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世
界
一の
病
床・平
均
在
院
日
数

　

2
0
1
3
年
版
の
経
済
協
力
開
発
機
構

（
O
E
C
D
）「
図
表
で
見
る
医
療
」
に
よ

れ
ば
、
世
界
主
要
国
40
カ
国
（
O
E
C
D

加
盟
34
カ
国
と
新
興
6
カ
国
）
の
中
で
、

日
本
の
「
人
口
千
人
当
た
り
の
病
床
数
」

は
13
・
4
床
と
群
を
抜
い
て
多
い
。
日
本

に
次
い
で
多
い
の
は
、
韓
国
（
9
・
6
床
）、

ロ
シ
ア
（
9
・
1
床
）、
ド
イ
ツ
（
8
・

3
床
）
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
は
6
・
4
床
、

米
国
は
3
・
1
床
と
少
な
い
（
図
1
、
13

㌻
）。
日
本
は
フ
ラ
ン
ス
の
約
2
倍
、
米

国
の
約
4
倍
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
日
本

の
病
床
数
が
多
い
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
社

会
的
入
院
」
に
よ
る
も
の
と
観
念
的
に
説

明
さ
れ
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
そ
れ
だ
け

で
は
な
い
。「
病
床
規
制
」
に
起
因
す
る

長
い
「
平
均
在
院
日
数
」
や
医
療
保
険
制

度
の
歪ゆ

が

み
、
長
期
入
院
志
向
の
病
院
と
患

者
の
意
識
な
ど
の
要
因
が
複
合
的
に
絡
ん

で
い
る
。

　

病
床
数
を
病
床
種
別
に
分
け
て
比
較
す

る
と
、
日
本
は
フ
ラ
ン
ス
や
米
国
に
比
べ

精
神
科
病
床
と
長
期
療
養
病
床
の
数
が
極

端
に
多
い
が
、
急
性
期
の
一
般
病
床
も
フ

ラ
ン
ス
の
約
1
・
6
倍
、
米
国
の
約
3
倍

と
多
い
（
図
2
、
13
㌻
）。
一
般
病
床
が

多
い
理
由
と
し
て
は
、
①
長
期
療
養
は
諸

外
国
で
は
専
ら
ナ
ー
シ
ン
グ
・
ホ
ー
ム
な

ど
の
介
護
施
設
が
担
っ
て
い
る
が
、
日
本

で
は
か
な
り
の
部
分
を
病
院
が
分
担
し
て

い
る
②
諸
外
国
で
は
診
療
報
酬
の
支
払
い

方
式
が
か
つ
て
の
出
来
高
払
い
か
ら
包
括

払
い
へ
転
換
し
て
早
期
退
院
が
図
ら
れ
た

が
、
日
本
は
依
然
と
し
て
出
来
高
払
い
方

式
が
多
い
③
米
国
で
は
入
院
費
用
が
高
い

の
で
大
病
院
の
周
辺
に
宿
泊
用
の
ホ
テ
ル

が
林
立
し
て
い
る
が
、
入
院
費
用
が
安
い

日
本
で
は
、
病
院
が
ホ
テ
ル
代
わ
り
に
使

わ
れ
て
い
る
─
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
加
え
て
、
日
本
特
有
の
「
病
床
規

制
」
の
存
在
が
世
界
一
多
い
病
床
数
の
大

き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　

病
床
規
制
は
、
民
間
病
院
が
医
療
サ
ー

機
能
し
て
い
な
い
病
床
規
制
の
全
廃
を

既
得
権
益
を
保
護
す
る
競
争
制
限
政
策

元
広
島
国
際
大
学
教
授

岡
部
陽
二

医療分野で創造的破壊を 解 説

　
医
療
分
野
に
お
け
る
「
岩
盤
規
制
」
に
は
、
株
式
会
社
形
態
の
病
院
の
新
規
参
入
禁
止
、
混
合
診
療
の
原
則
禁
止
、
民

間
保
険
会
社
に
よ
る
現
物
給
付
の
禁
止
な
ど
に
加
え
て
、「
病
床
規
制
」
が
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
全
国
を
3
4
8
に
分
け
た
地
域
ご
と
に
必
要
病
床
数
の
総
量
を
定
め
、
地
域
内
の
病
院
に
割
り
振
る
制
度
で
、

当
初
は
増ぞ

う

嵩す
う

す
る
医
療
費
の
抑
制
を
目
的
と
し
て
導
入
さ
れ
た
が
、
実
際
に
は
現
存
す
る
病
院
の
既
得
権
益
を
保
護
し
、

新
規
参
入
を
排
除
す
る
競
争
制
限
政
策
と
化
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
日
本
は
世
界
で
最
も
人
口
比
の
病
床
数
が
多
く
、

平
均
在
院
日
数
が
長
い
国
と
し
て
、
国
際
社
会
で
顰ひ

ん

蹙し
ゅ
くを
買
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
競
争
制
限
的
な
規
制
を
全
廃
す
る
と
い
う
、
医
療
産
業
分
野
に
お
け
る
創
造
的
破
壊
こ
そ
が
、「
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
」
で
期
待
さ
れ
て
い
る
成
長
戦
略
の
鍵
を
握
っ
て
い
る
。

お
か
べ・よ
う
じ　
京
大
法
卒
。57
年

住
友
銀
行（
現
三
井
住
友
銀
行
）入
行
。

国
際
金
融
部
長
、ロ
ン
ド
ン
支
店
長

な
ど
を
経
て
、88
年
専
務
。98
年
広
島

国
際
大
医
療
福
祉
学
部
教
授
。監
訳

書
に「
米
国
医
療
崩
壊
の
構
図
」（
一

灯
舎
）な
ど
。京
都
府
出
身
。
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ビ
ス
の
提
供
主
体
と
な
っ
て
い
る
一
部

の
国
で
は
医
療
計
画
の
一
環
と
し
て
行

わ
れ
て
い
た
が
、
近
年
は
規
制
撤
廃
の

方
向
に
進
ん
で
い
る
。
米
国
に
は
以
前

か
ら
病
床
数
の
規
制
は
存
在
せ
ず
、
高

額
医
療
機
器
購
入
な
ど
の
資
本
投
資
に

関
し
て
、
病
院
に
対
し
そ
の
必
要
性
を

証
明
さ
せ
る
C
O
N
（Certificate 

of N
eed

）
規
制
と
い
う
制
度
が
大
多

数
の
州
で
採
用
さ
れ
て
い
る
。
州
に
よ

り
C
O
N
規
制
の
内
容
は
異
な
る
も
の

の
、
高
額
医
療
機
器
購
入
に
際
し
住
民

の
意
向
も
反
映
さ
せ
て
病
院
の
無
駄
な

投
資
を
抑
制
さ
せ
る
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を

果
た
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス

で
も
、
病
床
数
に
対
す
る
規
制
は
廃
し

て
、
C
O
N
規
制
同
様
の
高
額
医
療
機

器
の
購
入
を
は
じ
め
多
額
の
資
金
を
要

す
る
設
備
投
資
に
つ
い
て
の
州
政
府
許

可
制
を
採
用
し
て
い
る
。

　

日
本
の
病
床
規
制
が
当
初
意
図
さ
れ

た
医
療
費
抑
制
と
は
逆
に
、
病
床
数
・

医
療
費
の
高
止
ま
り
の
要
因
と
し
て
働

い
て
い
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
し
た
研

究
は
筆
者
の
知
る
限
り
見
当
た
ら
な
い

が
、
医
療
同
様
に
規
制
業
種
で
あ
っ
た

銀
行
の
例
が
参
考
と
な
る
。
日
本
で
は

「
銀
行
行
政
の
歴
史
は
店
舗
行
政
の
歴

史
で
あ
る
」
と
も
言
わ
れ
た
ほ
ど
、

1
9
8
0
年
代
ま
で
の
銀
行
は
店
舗
数
、

設
置
場
所
、
職
員
数
や
営
業
時
間
に
至
る

ま
で
厳
し
く
規
制
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
間
、

全
国
の
銀
行
の
店
舗
数
は
増
え
続
け
た
が
、

90
年
代
に
入
っ
て
自
由
化
さ
れ
る
や
一
転

し
て
減
少
し
、
ピ
ー
ク
で
あ
っ
た
95
年
の

1
万
6
9
5
4
店
か
ら
11
年
の
1
万

3
4
8
7
店
ま
で
20
・
4
%
も
減
少
し
て

い
る
。
店
舗
数
ま
で
厳
し
く
規
制
し
た
護

送
船
団
行
政
が
非
効
率
を
助
長
し
た
典
型

例
で
あ
る
。

　

病
院
入
院
時
の
平
均
在
院
日
数
は
、
他

の
条
件
が
等
し
け
れ
ば
、
入
院
日
数

が
短
い
ほ
ど
治
療
費
を
低
く
抑
え
ら

れ
る
の
で
、
医
療
の
効
率
性
を
示
す

指
標
と
し
て
国
際
的
に
用
い
ら
れ
て

い
る
。
11
年
の
O
E
C
D
加
盟
33
カ

国
の
平
均
在
院
日
数
は
約
8
日
の
と

こ
ろ
、
日
本
は
18
日
と
世
界
で
最
長
、

5
日
を
下
回
る
メ
キ
シ
コ
、
ト
ル
コ

や
米
国
の
4
倍
近
く
長
い
（
図
3
、

15
㌻
）。
し
か
も
、
図
4
（
15
㌻
）

の
脚
注
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
平
均

在
院
日
数
は
原
則
と
し
て
全
病
床
を

対
象
と
し
て
い
る
が
、
日
本
な
ど
3

カ
国
に
つ
い
て
は
例
外
的
に
急
性
期

の
一
般
病
院
の
み
を
対
象
と
し
て
お

り
、
過
小
表
示
と
な
っ
て
い
る
。
日

本
の
精
神
科
・
長
期
療
養
型
を
含
む

全
病
院
に
つ
い
て
の
日
数
が
30
日
超
で
長

過
ぎ
て
グ
ラ
フ
に
収
ま
ら
な
い
た
め
、
一

般
病
床
の
み
の
日
数
が
掲
げ
ら
れ
た
か
ら

で
あ
る
。

　

遡
さ
か
の
ぼ

っ
て
検
証
す
る
と
、
1
9
6
0
年

当
時
の
全
病
院
に
つ
い
て
の
平
均
在
院
日

数
は
日
本
28
日
に
対
し
、
フ
ラ
ン
ス
・
米

国
も
21
日
と
3
カ
国
間
に
大
差
は
な
か
っ

た
。
そ
の
後
、
欧
米
諸
国
で
は
医
療
技
術

の
進
歩
と
医
療
保
険
に
か
か
る
診
療
報
酬

の
方
式
の
拡
大
に
伴
っ
て
一
貫
し
て
在
院

日
数
が
縮
小
し
た
の
に
対
し
、
日
本
で
は

日
本
韓
国
ロ
シ
ア

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

中
国

ハ
ン
ガ
リ
ー

チ
ェ
コ

ド
イ
ツ

ス
イ
ス

フ
ラ
ン
ス

ポ
ル
ト
ガ
ル

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

ベ
ル
ギ
ー

イ
ン
ド

ス
ロ
バ
キ
ア

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

カ
ナ
ダ

ス
ペ
イ
ン

ポ
ー
ラ
ン
ド

エ
ス
ト
ニ
ア

ノ
ル
ウ
ェ
ー

英
国

ス
ロ
ベ
ニ
ア

ギ
リ
シ
ャ

ア
イ
ル
ラ
ン
ド

ア
イ
ス
ラ
ン
ド

米
国

チ
リ

イ
ス
ラ
エ
ル

オ
ー
ス
ト
リ
ア

オ
ラ
ン
ダ

南
ア
フ
リ
カ

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

デ
ン
マ
ー
ク

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

メ
キ
シ
コ

ト
ル
コ

O
E
C
D
25

15

12

9

6

3

0

（床）
〈図1〉人口千人当たりの病床数の国際比較（OECD34カ国と新興6カ国）

2000年 2011年

ブ
ラ
ジ
ル

イ
タ
リ
ア

（出所）OECD「図表で見る医療2013」

〈図2〉人口千人当たりの病床種別病床数

日本 13.408.13 2.69 2.58

フランス 6.374.98 0.89 0.50

米国 3.052.70 0.25 0.10

急性期病床 精神科病床 長期療養病床 総病床

（注）日本の実数は急性期1713千床、精神科344千床、療養病床330千
床（うち一般診療所は129千床）となっている。日本とフランスは11
年、米国は10年のデータを使用
（出所）OECD「図表で見る医療2013」を基に筆者作成
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逆
に
85
年
の
40
日
に
ま
で
伸
長
し
た
。
そ

の
後
は
日
本
も
縮
小
に
転
じ
、
2
0
0
0

年
以
降
は
縮
小
幅
が
加
速
し
て
い
る
も
の

の
、
依
然
と
し
て
高
止
ま
り
し
て
い
る
。

こ
の
高
止
ま
り
は
、
病
院
が
収
益
減
に
つ

な
が
る
病
床
数
の
削
減
を
嫌
っ
て
、
病
床

数
を
維
持
し
な
が
ら
病
床
稼
働
率
の
向
上

を
図
り
続
け
て
き
た
結
果
で
あ
り
、
病
床

規
制
の
齎も

た
ら
し
た
逆
効
果
と
判
断
さ
れ
る
。

　

も
っ
と
も
国
際
比
較
で
は
、
在
院
日
数

が
長
く
な
れ
ば
医
療
費
が
嵩か

さ

む
、
と
い
っ

た
相
関
は
認
め
ら
れ
な
い
。
現
に
、
平
均

在
院
日
数
が
5
日
を
下
回
っ
て
い
る
米
国

の
1
人
当
た
り
医
療
費
8
5
0
8
㌦
は
世

界
一
高
く
、
平
均
在
院
日
数
が
15
日
と
米

国
の
3
倍
長
い
ロ
シ
ア
の
1
人
当
た
り
医

療
費
は
1
3
1
6
㌦
と
米
国
の
7
分
の
1

に
す
ぎ
な
い
。
平
均
在
院
日
数
が
18
日
で
、

1
人
当
た
り
医
療
費
が
3
2
1
3
㌦
の
日

本
も
、
米
国
と
の
対
比
で
は
、
ロ
シ
ア
に

近
い
（
い
ず
れ
も
11
年
）。

規
制
導
入
の
経
緯

　

病
院
の
病
床
数
を
規
制
す
る
措
置
は
、

「
病
床
過
剰
地
域
か
ら
非
過
剰
地
域
へ
誘

導
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
病
床
の
地
域
的

偏
在
を
是
正
し
、
全
国
的
に
一
定
水
準
以

上
の
医
療
を
確
保
」
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
86
年
に
導
入
さ
れ
た
。
各
都
道
府
県

を
5
〜
13
の
地
域
に
分
割
し
た
3
4
8

の
2
次
医
療
圏
で
必
要
と
さ
れ
る
総
「
基

準
病
床
数
」
を
厚
生
労
働
省
が
定
め
た
全

国
統
一
の
算
定
式
に
よ
り
算
定
し
、「
既

存
病
床
数
」
が
「
基
準
病
床
数
」
を
超
え

る
地
域
で
は
、
病
院
の
開
設
や
増
床
を
許

可
し
な
い
と
い
う
規
制
で
あ
る
。
こ
の
規

制
は
当
初
、
行
政
指
導
の
形
で
行
わ
れ
て

い
た
が
、
85
年
に
創
設
さ
れ
た
「
医
療
計

画
制
度
」
の
中
核
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、

現
在
で
は
医
療
法
に
基
づ
く
法
的
規
制
と

な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
病
床
規
制
に
従
わ
な
か
っ
た

場
合
に
は
、
健
康
保
険
法
に
よ
り
保
険
医

療
機
関
の
指
定
権
限
を
持
っ
て
い
る
厚
労

相
が
保
険
医
療
機
関
と
し
て
の
指
定
を
除

外
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
定
め
ら
れ
た
。

保
険
医
療
機
関
の
指
定
は
、
医
療
機
関
に

と
っ
て
死
活
問
題
で
あ
る
か
ら
、
病
床
規

制
は
保
険
医
指
定
権
限
に
よ
り
極
め
て
強

力
に
実
効
性
が
担
保
さ
れ
た
制
度
と
な
っ

て
い
る
。

　

2
0
0
0
年
に
は
、
精
神
科
病
床
な
ど

を
除
く
「
そ
の
他
の
病
床
」
が
「
一
般
病

床
」
と
「
療
養
病
床
」
に
区
分
さ
れ
、
そ

の
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
病
床
数
が
規
制
さ
れ

て
い
る
。
86
年
の
規
制
導
入
時
の
総
病
床

数
は
1
1
0
0
千
床
で
あ
っ
た
が
、
規
制

導
入
を
見
越
し
た
駆
け
込
み
増
床
が
大
き

く
、
93
年
の
ピ
ー
ク
時
に
は
1
2
7
4
千

床
に
達
し
、
そ
の
後
20
年
間
は
ほ
ぼ
横
ば

い
で
推
移
、
12
年
6
月
末
現
在
で
は
、
一

般
病
床
8
9
8
千
床
、
療
養
病
床
3
2
9

千
床
、
合
計
1
2
2
7
千
床
と
な
っ
て
い

る
。
療
養
病
床
に
つ
い
て
は
、
介
護
施
設

へ
の
転
換
を
図
る
べ
く
、
介
護
保
険
適
用

型
1
2
0
千
床
を
廃
止
し
、
医
療
保
険
適

用
型
も
漸
減
の
方
針
が
06
年
に
打
ち
出
さ

れ
た
が
、
こ
の
方
針
は
そ
の
後
撤
回
さ
れ

た
。

　

病
床
数
の
増
減
を
都
道
府
県
別
に
見
る

と
、
05
年
の
ピ
ー
ク
時
を
起
点
と
し
て
上

位
10
道
県
の
総
病
床
数
は
減
少
し
、
下
位

10
道
県
の
総
病
床
数
は
増
加
し
た
。
一
方
、

人
口
10
万
人
当
た
り
の
病
床
数
は
、
上
位

10
道
県
と
下
位
10
道
県
い
ず
れ
も
減
少
し

た
。
こ
の
事
実
か
ら
、
病
床
規
制
は
一
定

の
効
果
を
上
げ
た
と
の
評
価
も
な
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
増
減
数
は
わ
ず

か
で
あ
り
、
国
際
的
に
み
て
異
常
に
多
い

総
病
床
数
は
高
止
ま
り
を
続
け
、
都
道
府

県
間
の
大
き
な
格
差
も
一
向
に
解
消
し
て

い
な
い
。

現
場
か
ら
の
批
判

　
「
病
床
規
制
が
新
規
参
入
規
制
と
し
て

し
か
機
能
し
な
い
」
理
由
を
明
快
に
分
析

し
た
亀
田
総
合
病
院
の
小
松
秀
樹
医
師
の

見
解
を
、
や
や
長
い
が
以
下
に
引
用
す
る
。

　
「
医
療
計
画
で
は
、
基
準
病
床
数
が
二

次
医
療
圏
ご
と
に
決
め
ら
れ
て
い
る
。
一

般
病
床
と
療
養
病
床
に
つ
い
て
は
、
両
者

を
合
わ
せ
た
形
で
、
基
準
病
床
数
が
提
示

さ
れ
る
。
一
般
病
床
に
は
独
自
の
計
算
式

が
あ
る
が
、
療
養
病
床
だ
け
の
た
め
の
独

自
の
計
算
式
は
な
い
。（
中
略
）

　

二
次
医
療
圏
は
、
医
療
法
で
は
『
病
院

の
病
床
及
び
診
療
所
の
病
床
の
整
備
を
図

る
べ
き
地
域
単
位
と
し
て
区
分
で
き
る
地

域
』
と
規
定
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、

性
格
付
け
は
、
行
政
の
判
断
に
ま
か
さ
れ

て
き
た
。

　

行
政
は
、
医
療
水
準
の
向
上
よ
り
、
統

制
を
正
当
化
し
や
す
い
行
政
単
位
や
住
民

の
生
活
圏
に
基
づ
く
論
理
を
優
先
し
た
。

こ
の
た
め
、
小
さ
め
の
二
次
医
療
圏
ご
と

に
設
定
さ
れ
た
。

　

一
方
で
、
医
療
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
病

院
に
は
、
多
数
の
高
価
な
医
療
機
器
が
必

要
に
な
っ
た
。
医
師
の
専
門
分
化
が
進
み
、

専
門
医
の
診
療
範
囲
が
狭
ま
っ
た
。
病
院

の
安
全
対
策
に
、
多
様
な
専
門
家
チ
ー
ム

を
必
要
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
結
果
と

し
て
、
世
界
的
に
、
先
端
医
療
を
担
う
基

幹
病
院
の
診
療
規
模
は
巨
大
化
し
た
。
二

次
医
療
圏
の
多
く
は
、
本
格
的
な
基
幹
病

院
を
維
持
す
る
に
は
、
相
対
的
に
小
さ
す
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ぎ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

日
本
の
基
幹
病
院
の
診

療
規
模
は
、
二
次
医
療

圏
の
枠
に
縛
ら
れ
た
た

め
、
世
界
的
に
見
て
小

さ
い
。
病
院
ご
と
の
疾

患
別
手
術
件
数
が
少
な

い
の
も
、
二
次
医
療
圏

の
サ
イ
ズ
が
影
響
し
て

い
る
。

　

近
年
、
交
通
手
段
、

通
信
手
段
、
そ
し
て
な

に
よ
り
情
報
技
術
の
進

歩
に
よ
っ
て
、
良
質
な

医
療
を
求
め
て
、
患
者

が
簡
単
に
移
動
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
筆
者

（
注
、
小
松
医
師
の
こ

と
）
の
勤
務
す
る
亀
田

総
合
病
院
は
房
総
半
島

の
南
端
の
安
房
医
療
圏

に
あ
る
が
、
2
0
1
1

年
度
の
入
院
患
者
の
55

％
は
安
房
医
療
圏
外
か

ら
、
7
・
4
％
は
千
葉

県
外
か
ら
の
患
者
で
あ

る
。
患
者
が
移
動
す
る

の
を
止
め
ら
れ
な
い
と

す
れ
ば
、
二
次
医
療
圏

の
コ
ン
セ
プ
ト
そ
の
も
の
の
見
直
し
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　

医
療
の
質
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
効
率

化
の
た
め
に
は
、
各
病
院
が
工
夫
し
て
競

争
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
工
夫
し
、
競

争
す
る
に
は
、
自
由
な
活
動
の
領
域
が
競

争
可
能
な
程
度
に
大
き
く
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
10
年
ほ
ど
前
、
公
正
取
引
委
員
会

や
総
合
規
制
改
革
会
議
で
、
病
床
規
制
が

各
病
院
の
自
由
度
を
阻
害
し
、
サ
ー
ビ
ス

向
上
と
効
率
化
を
妨
げ
て
い
る
こ
と
、
特

に
、
許
可
病
床
が
既
得
権
に
な
っ
て
お
り
、

新
規
参
入
を
阻
害
し
て
い
る
こ
と
が
問
題

に
さ
れ
た
。（
中
略
）

　

病
床
規
制
は
、
制
度
疲
労
が
目
立
つ
。

医
療
提
供
体
制
整
備
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
、
医
療
の
進
歩
の
阻
害
要
因
に
な
っ

て
い
る
。
少
な
く
と
も
、
首
都
圏
の
一
般

病
床
の
総
量
規
制
は
、
メ
リ
ッ
ト
よ
り
デ

メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
。
厚
労
省
の
病
床
規

制
継
続
の
論
理
に
は
無
理
が
あ
る
。
厚
労

省
は
、
各
県
の
基
準
病
床
数
の
計
算
で
使

わ
れ
た
各
種
数
値
、
基
準
病
床
数
算
定
に

お
け
る
一
般
病
床
、
療
養
病
床
の
内
訳
、

入
所
施
設
定
員
、
許
可
病
床
数
、
実
際
に

使
用
さ
れ
て
い
る
病
床
数
な
ど
、
重
要
情

報
を
分
か
り
や
す
く
検
証
可
能
な
形
で
提

示
し
て
こ
な
か
っ
た
。
意
図
し
て
分
か
り

に
く
く
し
た
り
、
非
開
示
に
し
た
り
し
た

と
思
わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
。
こ
れ
で
は
、

病
床
規
制
継
続
の
目
的
が
、
日
本
の
医
療

を
良
く
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
厚
労
官
僚

の
権
力
の
維
持
強
化
に
あ
る
と
し
か
理
解

さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

か
つ
て
の
全
体
主
義
国
家
の
よ
う
に
、

無
理
な
理
念
と
幻
想
に
基
づ
い
て
、
社
会

〈図3〉平均在院日数の国際比較（OECD34カ国と新興4カ国）
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〈図4〉平均在院日数の推移
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の全病床は32.5日で一般病床は18.2日、精神科病床は301.0日、療養病床は300.5日。ドイ
ツ、フランス、米国は全病床。00年は99年の数値を使用
（出所）厚生労働省「病院報告」、OECD「図表で見る医療2013」
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活
動
の
量
を
細
か
く
統
制
し
よ
う
と
す
れ

ば
、
失
敗
す
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ

の
弊
害
は
拡
大
し
続
け
る
。
統
制
が
官
僚

の
権
力
を
増
大
さ
せ
、
権
力
が
失
敗
の
認

識
を
抑
圧
し
て
、
実
態
に
基
づ
い
た
修
正

が
な
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

医
療
提
供
体
制
整
備
と
医
療
サ
ー
ビ
ス

向
上
の
た
め
に
は
、
地
域
ご
と
の
実
情
の

応
じ
た
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
行
政
へ
の

要
望
や
期
待
は
、
統
制
を
強
め
る
こ
と
に

し
か
な
ら
な
い
。
財
政
状
況
の
悪
化
も
、

行
政
に
で
き
る
こ
と
を
小
さ
く
し
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
問
題
を
、
多
く
の
主

体
が
自
主
的
に
解
決
し
よ
う
と
試
み
る
必

要
が
あ
る
。
医
療
の
特
殊
性
か
ら
は
、
民

に
よ
る
経
済
合
理
性
を
踏
ま
え
た
公
益
活

動
と
し
て
の
対
応
が
望
ま
し
い
。
成
功
例

を
、
多
様
性
を
認
め
つ
つ
、
地
域
ご
と
に

真
似
す
れ
ば
よ
い
。
こ
う
し
た
活
動
を
可

能
に
す
る
自
由
度
の
拡
大
を
求
め
た
い
」

（
小
松
秀
樹
「
病
床
規
制
の
問
題
2
：
厚

労
省
の
矛
盾
」
12
年
7
月
12
日
）。

競
争
政
策
上
の
問
題

　

公
正
取
引
委
員
会
は
02
年
11
月
、「
社

会
的
規
制
分
野
に
お
け
る
競
争
促
進
の
在

り
方
に
つ
い
て
」
と
の
報
告
書
を
取
り
ま

と
め
、「
医
療
機
関
に
対
し
て
実
効
性
の

あ
る
参
入
規
制
手
段
と
し
て
機
能
し
て
い

る
医
療
計
画
に
基
づ
く
病
床
の
総
量
規
制

の
見
直
し
」
を
求
め
た
。
さ
ら
に
、
同
時

期
に
総
合
規
制
改
革
会
議
第
2
次
答
申
は

「
病
床
規
制
が
地
域
の
既
存
の
病
院
の
既

得
権
と
な
っ
て
お
り
、
病
院
間
の
競
争
を

妨
げ
て
い
る
こ
と
、
基
準
病
床
数
の
算
定

方
式
が
現
状
追
認
型
で
あ
り
、
対
人
口
比

の
地
域
間
格
差
が
あ
る
こ
と
、
地
域
の
実

情
。
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
適
切
な
機
能
別

の
病
床
数
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
」

を
指
摘
し
、
政
府
に
早
期
是
正
を
迫
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
動
き
に
対
し
、
厚
労
省
も

検
討
会
を
設
け
て
、
現
行
制
度
の
評
価
を

行
っ
た
が
、
医
療
費
増
加
の
抑
制
に
一
定

の
効
果
が
あ
っ
た
こ
と
、
公
平
性
の
視
点

か
ら
は
実
効
を
上
げ
て
い
る
こ
と
な
ど
を

積
極
評
価
し
、
結
論
と
し
て
は
「
基
準
病

床
数
を
廃
止
す
る
場
合
の
諸
条
件
が
未
整

備
で
あ
る
」
と
し
て
、
規
制
維
持
の
政
策

を
堅
持
し
て
い
る
。
近
年
、
フ
ラ
ン
ス
、

ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
の
医
療
計
画
で

は
病
床
規
制
を
廃
止
し
て
い
る
こ
と
も
認

識
は
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
国
で
は
平

均
在
院
日
数
が
短
縮
さ
れ
た
結
果
、
規
制

の
必
要
性
が
低
下
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

と
の
判
断
か
ら
、
厚
労
省
は
日
本
で
も
同

様
の
道
筋
を
辿た

ど

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、「
百
年
河
清
を
俟ま

つ
」
の
発
想

に
ほ
か
な
ら
ず
、
政
治
の
決
断
に
期
待
す

る
し
か
な
い
。

　

医
療
経
済
学
で
は
、
情
報
の
非
対
称
性

が
大
き
い
医
療
の
分
野
に
お
い
て
は
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
供
給
が
需
要
を
喚
起
す
る
と

説
か
れ
て
い
る
。
病
床
規
制
の
動
機
に
は
、

こ
の
供
給
者
（
医
師
）
誘
発
需
要
仮
説
が

大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
こ
れ
は
医
療
現

場
の
実
感
と
も
符
合
し
て
い
る
た
め
、
病

床
規
制
に
供
給
量
の
抑
制
効
果
が
期
待
さ

れ
た
面
が
大
き
い
が
、
医
療
需
給
に
影
響

す
る
要
因
は
病
床
数
だ
け
で
は
な
い
。
む

し
ろ
、
医
師
数
や
診
療
報
酬
体
系
、
患
者

の
所
得
水
準
、
医
師
と
患
者
の
意
識
な
ど

ほ
か
の
要
因
の
方
が
は
る
か
に
大
き
く
影

響
し
て
い
る
と
の
見
方
の
方
が
説
得
的
で

あ
る
。
官
製
市
場
で
あ
る
以
上
、
診
療
報

酬
だ
け
で
は
な
く
、
病
床
数
や
医
師
数
な

ど
医
療
費
に
影
響
す
る
す
べ
て
の
要
因
を

規
制
す
べ
き
と
い
う
発
想
で
は
、
病
院
間

の
競
争
は
阻
害
さ
れ
、
そ
れ
が
結
果
と
し

て
既
得
権
益
の
強
力
な
保
護
に
働
き
、
医

療
費
の
高
止
ま
り
、
非
効
率
、
さ
ら
に
は

医
療
の
質
の
低
下
に
つ
な
が
る
懸
念
の
方

が
は
る
か
に
大
き
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
う
い
っ
た
観
点
か
ら
の
実
証
的
研
究
が

存
在
し
な
い
の
も
問
題
で
あ
る
。

市
場
機
能
の
活
用
を

　

都
市
部
へ
の
人
口
集
中
が
続
く
な
か
、

2
0
0
0
年
代
初
め
に
総
人
口
減
少
時
代

を
迎
え
た
結
果
、
大
半
の
2
次
医
療
圏
で

病
床
過
剰
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

当
初
は
地
域
間
の
過
不
足
を
調
整
す
る
目

的
で
発
足
し
た
病
床
規
制
は
、
最
近
で
は

専
ら
医
療
費
抑
制
の
見
地
か
ら
過
剰
病
床

を
計
画
的
に
削
減
し
、
縮
小
均
衡
を
目
指

す
方
向
へ
と
転
換
し
て
き
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
病
床
過
剰
地
域
で
あ
っ
て
も
、

行
政
に
よ
る
病
床
削
減
に
は
住
民
の
不
安

か
ら
来
る
抵
抗
も
あ
り
、
抜
本
的
な
削
減

は
行
え
な
い
。
そ
の
結
果
、
病
床
規
制
は

非
効
率
を
温
存
さ
せ
、
病
院
の
既
得
権
益

を
保
護
し
て
い
る
と
い
う
の
が
現
実
の
姿

で
あ
る
。

　

地
域
に
よ
っ
て
人
口
動
態
が
異
な
る
こ

と
も
、
病
床
規
制
の
弊
害
を
大
き
く
す
る
。

地
方
は
高
齢
化
が
既
に
進
ん
で
い
る
の
に

対
し
、
首
都
圏
で
は
猛
ス
ピ
ー
ド
で
高
齢

化
が
進
行
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
人

口
動
態
の
地
域
差
が
大
き
過
ぎ
る
一
方
で
、

地
域
の
実
態
に
基
づ
い
た
対
応
を
盛
り
込

も
う
と
し
て
も
、
医
療
計
画
の
策
定
方
法

が
が
ん
じ
が
ら
め
で
都
道
府
県
に
は
裁
量

権
が
な
い
た
め
、
行
政
側
も
対
応
に
苦
慮

し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
全
国
一
律
の
病

床
規
制
に
は
も
と
も
と
無
理
が
あ
り
、
少

な
く
と
も
首
都
圏
で
は
、
現
行
の
病
床
規

制
が
医
療
提
供
体
制
整
備
を
著
し
く
妨
げ
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て
い
る
（
小
松
秀
樹
「
病
床
規
制
の
問
題

2
：
厚
労
省
の
矛
盾
」）。

　

首
都
圏
は
別
格
と
し
て
も
、
病
床
整
備

の
地
域
間
格
差
、
こ
と
に
西
日
本
で
の
病

床
過
剰
を
如
実
に
示
し
た
い
わ
ゆ
る
「
西

高
東
低
」
問
題
は
一
向
に
改
善
せ
ず
、
む

し
ろ
悪
化
す
る
一
方
で

あ
る
。
12
年
現
在
の
病

床
数
分
布
を
グ
ラ
フ
化

し
た
「
都
道
府
県
別
に

み
た
人
口
10
万
人
対
病

院
病
床
数
」（
図
5
）

を
10
年
前
、
20
年
前
の

グ
ラ
フ
と
重
ね
て
も
、

ほ
と
ん
ど
変
化
が
認
め

ら
れ
な
い
。
病
床
規
制

が
限
ら
れ
た
医
療
資
源

の
効
率
的
な
配
分
を
可

能
に
し
、
地
域
間
格
差

の
解
消
に
寄
与
し
た
と

い
っ
た
評
価
は
こ
の
図

か
ら
は
ま
っ
た
く
読
み

取
れ
な
い
。
同
一
人
口

当
た
り
の
全
病
床
数
で

み
る
と
、
最
高
の
高
知

県
は
最
低
の
神
奈
川
県

の
3
倍
と
な
っ
て
お
り
、

一
般
病
床
で
も
高
知
県

は
神
奈
川
県
の
約
2
倍
、

療
養
病
床
に
至
っ
て
は

6
倍
以
上
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
事
実
は
病
床

規
制
導
入
後
25
年
を
経
て
も
ほ
と
ん
ど
変

わ
っ
て
い
な
い
。
地
方
圏
と
大
都
市
圏
の

人
口
密
度
や
交
通
事
情
の
差
な
ど
を
勘
案

し
て
も
、
こ
の
よ
う
に
大
き
な
地
域
格
差

の
正
当
化
は
困
難
で
あ
り
、
基
準
病
床
数

の
算
定
自
体
が
現
状
追
随
的
と
し
か
評
し

よ
う
が
な
い
。

　

病
床
規
制
の
存
在
は
、
病
床
不
足
地
域

に
お
い
て
競
願
状
況
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
そ
の
地
域
で
特
に
不
足
し
て
い
る
診

療
科
病
床
を
優
先
許
可
す
る
な
ど
点
で
、

か
つ
て
は
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
き
た
が
、

病
床
過
剰
地
域
で
の
削
減
へ
の
誘
導
は
不

可
能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
変
化
か

ら
「
今
日
、
全
国
的
に
見
て
、
病
床
規
制

に
よ
っ
て
医
療
体
制
整
備
が
進
む
こ
と
は
、

期
待
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
お
り
、（
中

略
）
弊
害
等
も
考
え
る
と
、
今
日
、
病
床

規
制
は
医
療
体
制
整
備
と
い
う
医
療
法
の

本
来
目
的
に
と
っ
て
は
有
名
無
実
化
し
て

お
り
、
医
療
費
削
減
と
い
う
財
政
上
の
目

的
の
た
め
に
維
持
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な

い
」（
井
上
従
子
「
病
床
規
制
の
今
日
的

意
義
に
つ
い
て
」
10
年
3
月
31
日
）
と
い

う
分
析
は
首
肯
で
き
る
。
も
っ
と
も
、
競

争
が
制
約
さ
れ
れ
ば
、
市
場
で
の
コ
ス
ト

ア
ッ
プ
は
不
可
避
で
あ
る
か
ら
、
規
制
の

目
的
で
あ
る
医
療
費
削
減
に
も
寄
与
せ
ず
、

む
し
ろ
医
療
費
の
無
駄
遣
い
を
助
長
し
て

い
る
面
の
方
が
大
き
い
。

　

要
す
る
に
、
地
域
で
必
要
と
さ
れ
る
病

床
数
は
、
医
療
ニ
ー
ズ
の
変
化
や
人
口
動

態
と
い
っ
た
需
要
側
の
要
因
と
技
術
進
歩

や
診
療
報
酬
償
還
方
式
の
変
更
と
い
っ
た

供
給
側
の
事
情
が
絡
み
合
っ
た
市
場
の
働

き
に
よ
り
増
減
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
第

三
者
が
あ
ら
か
じ
め
予
測
し
て
定
め
る
こ

と
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
病
床

規
制
が
既
得
権
益
の
保
護
と
し
て
し
か
機

能
し
な
い
の
は
自
明
の
理
で
あ
る
。
は
や

っ
て
い
る
レ
ス
ト
ラ
ン
は
増
床
し
、
客
が

来
な
く
な
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
は
閉
店
せ
ざ

る
を
得
な
い
の
と
同
様
に
、
自
由
な
医
療

サ
ー
ビ
ス
競
争
を
促
進
す
る
市
場
機
能
の

活
用
こ
そ
が
、
医
療
産
業
の
活
性
化
に
役

立
つ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

〈図5〉都道府県別にみた人口10万人対病院病床数（2012年10月1日現在）

（出所）厚生労働省「医療施設（動態）調査・病院報告の概況」

0.0

500.0

1000.0

1500.0

2000.0

2500.0

全

国

北
海
道

青

森

岩

手

宮

城

秋

田

山

形

福

島

茨

城

栃

木

群

馬

埼

玉

千

葉

東

京

神
奈
川

新

潟

富

山

石

川

福

井

山

梨

長

野

岐

阜

静

岡

愛

知

三

重

滋

賀

京

都

大

阪

兵

庫

奈

良

和
歌
山

鳥

取

島

根

岡

山

広

島

山

口

徳

島

香

川

愛

媛

高

知

福

岡

佐

賀

長

崎

熊

本

大

分

宮

崎

鹿
児
島

沖

縄

感染症病床
結核病床
一般病床
療養病床
精神病床 全国全病床

1237.7床

（床）


